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平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
前
年
度
と
同
額
の
３
６
９
億
円
と
な

り
ま
す
。

　
歳
入
は
、
市
民
税
が
着
実
に
回
復
し
つ

つ
あ
る
経
済
状
況
か
ら
増
を
、
固
定
資
産

税
も
、
家
屋
の
新
築
増
や
事
業
者
に
よ
る

設
備
投
資
の
増
加
を
踏
ま
え
て
増
を
見
込

み
、
地
方
交
付
税
も
国
の
地
方
財
政
対
策

に
お
け
る
地
方
交
付
税
総
額
の
増
加
等
を

考
慮
し
、
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
改
修
工
事
着
手
に
伴
う
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
、
道
の
駅

整
備
計
画
策
定
や
各
種
調
査
委
託
等
に
伴

う
道
の
駅
整
備
事
業
な
ど
の
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
一
方
、
事
業
進
捗
に
伴
う
鴻

巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
、
上
谷
総
合
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝

張
替
え
工
事
完
了
に
伴
う
既
設
公
園
施

設
・
遊
具
改
修
事
業
な
ど
で
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

主 な 事 業 に 注目
  安全・安心に暮らせるまちづくり
◦下水道事業（維持管理）【新規】� 27,000
◦放置自転車対策事業【一部新規】� 5,065
◦地域防犯体制支援事業【一部新規】　� 8,051
◦空家等適正管理事業【一部新規】� 574

  住みたい・住んでよかったと思える快適なまちづくり
◦住宅等耐震改修促進事業【一部新規】�  3,350
◦橋りょう維持事業【一部新規】　� 72,000
◦鴻巣駅東口駅通り地区市街地再開発事業【一部新規】� 176,516
◦駅南通線街路事業【新規】� 5,000
◦公園整備事業【新規】� 34,366

  いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり
◦鴻巣保健センター改修事業【新規】� 41,599
◦保育ステーション事業【新規】� 28,258
◦長期休業期間放課後児童クラブ管理運営事業【新規】� 8,371
◦介護職員就職支援事業【新規】� 2,500
◦総合福祉センター管理運営事業【一部新規】� 402,768

  賑わいと活力と魅力を創出できるまちづくり
◦道の駅整備事業� 40,877
◦商工業振興費庶務事業【一部新規】�  20,228
◦荒川河川敷花いっぱい事業� 16,913
◦新規就農総合支援事業� 3,000

  子どもから大人まで、生涯にわたる学びと文化が根付くまちづくり
◦吹上北側生涯学習施設建設事業� 457,023
◦学校図書館支援事業【新規】� 22,571
◦郷土芸能振興事業【一部新規】� 920
◦性的マイノリティ（LGBT）に関する相談事業【新規】� 145

  市民協働による、一人一人が主役のまちづくり
◦情報系システム事業【一部新規】� 36,835
◦シティプロモーション推進事業【一部新規】� 4,324
◦若手職員政策研究事業【一部新規】� 3,756
◦周年記念事業【新規】� 1,635

平成３１年度 会計別当初予算額 （単位：千円）
一　般　会　計 36,900,000

特
別
会
計

国民健康保険事業 12,044,000
介護保険 8,313,000
北新宿第二土地区画整理事業 490,000
広田中央特定土地区画整理事業 138,000
後期高齢者医療 1,395,000
農業集落排水事業 296,000

計 22,676,000
公
営
企
業
会
計

水道事業会計 2,900,568
下水道事業会計 4,724,312

計 7,624,880
合　　　計 67,200,880

（単位：千円）

　３月定例会は、２月２２日から３月２０日までの２７日間の会期で開かれ、市長から提出された「平成３１年
度鴻巣市一般会計予算」など３６件の議案について慎重審議し、すべての議案を原案のとおり同意・可決
しました。
　最終日に、委員会提出議案として１議案、議員提出議案として２議案が上程され、そのうち１議案は
原案のとおり可決しましたが、２議案は否決となりました。請願１件は、不採択となりました。

審議議案

平成３１年度鴻巣市一般会計予算決まる
飛躍に向けた希望の１年

３月
定例会
2/22 ～ 3/20
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答
全
学
区
で
長
期
休
業
期
間
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
た
が
、
学
区
内
で
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
利
用

者
が
ふ
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
ど
こ
に
集
約
す
る
の
か
。

答
鴻
巣
地
域
、
吹
上
地
域
、
川
里
地
域
、

そ
れ
ぞ
れ
で
行
い
ま
す
。
鴻
巣
地
域
が
鴻

巣
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
川
里
地
域
は
屈

巣
・
広
田
・
共
和
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

い
ず
れ
か
の
空
き
室
の
予
定
、
吹
上
地
域

は
検
討
中
で
す
。

外
国
語
教
育
推
進
事
業

問
平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
で
の
英
語
が

全
面
的
に
実
施
さ
れ
る
が
、
導
入
に
対
し

て
の
体
制
は
。

答
30
年
度
と
31
年
度
の
２
年
間
、文
部
科

学
省
の
教
育
課
程

特
例
校
の
指
定
を

受
け
、
す
で
に
授

業
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
教
師

の
英
語
力
向
上
の

た
め
、
夏
休
み
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
交
え
研
修
会
を
行
っ
た
り
、
小

学
校
英
語
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
８
つ

の
中
学
校
区
で
研
究
会
も
進
め
、
準
備
は

万
全
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
何
台
購
入
し
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
25
台
購
入
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
今
回
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

シ
ス
テ
ム
は
、
非
常
に
狭
い
エ
リ
ア
で
活

用
す
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
方
式
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
考
え
て
い
ま
す
。
会
議
を
開
催
す
る

際
に
、
サ
ー
バ
及
び
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
設
置
し
、
会
議
出
席
者
に
配
付
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
サ
ー
バ
内
の
会
議
資
料

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
一

式
は
情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
管
理
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
エ
リ
ア
再
編

研
究
事
業

問
中
央
公
民
館
エ
リ
ア
再
編
に
お
け
る
本

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
中
央
公
民
館
の
再
編
あ
り
き
で
は
な

く
、
公
共
施
設
が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア

の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
必
要
な
公
共

施
設
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
国

の
市
場
化
テ
ス
ト
補
助
金
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
将
来
的
に
改
築
や
再
編
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
防
犯
体
制
支
援
事
業

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
個
人
情
報
保
護

の
関
係
は
。

答
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
鴻
巣
市
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
要

綱
並
び
に
鴻
巣
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
運

用
等
に
関
す
る
要
領
に
基
づ
い
て
、
適
切

に
運
用
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
要
綱
の
中

に
画
像
の
利
用
基
準
や
目
的
外
利
用
及
び

外
部
提
供
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
て
、
捜

査
機
関
等
か
ら
犯
罪
捜
査
等
の
求
め
が
あ

っ
た
場
合
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
第
13

条
第
２
項
に
基
づ
き
外
部
提
供
の
要
否
を

判
断
し
て
い
ま
す
。

介
護
職
員
就
職
支
援
事
業

問
市
内
の
介
護
事
業
所
へ
新
規
に
就
労
し

た
人
が
市
内
の
人
は
10
万
円
、
転
入
し
た

場
合
は
30
万
円
の
補
助
金
が
出
る
が
、
周

知
の
方
法
は
。

答
事
業
所
で
3
年
間
常
勤
が
条
件
で
、
市

内
外
を
問
わ
ず
10
万
円
補
助
し
ま
す
。
転

入
し
た
場
合
は
30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

３
年
間
常
勤
で
雇
う
条
件
が
あ
る
の
で
、

主
に
事
業
所
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

長
期
休
業
期
間
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
事
業

問
こ
の
事
業
に
至
っ
た
経
緯
は
。

▪インターネット中継　平成31年₃月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・６４８５件　　◆録画中継・・１１８３件

鴻
巣
駅
東
口
第
１
駐
車
場

監
視
カ
メ
ラ
更
新

問
鴻
巣
駅
東
口
第
１
駐
車
場
に
は
、監
視
カ

メ
ラ
を
35
台
入
れ
か
え
す
る
と
の
こ
と

で
、
こ
の
監
視
カ
メ
ラ
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
防
犯
的
な
要
素
が
高
く
な
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り

慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
。
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
こ
の
監
視
カ
メ
ラ
は
、
事
前
精
算
機
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
駐
車
場
で
の
事
故
の
確
認
の

際
に
使
う
も
の
で
あ
り
、
用
途
は
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
基
本
的
に
駐
車
場
の
管
理
運
営

に
使
う
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。な
お
、

仮
に
警
察
等
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
提
供
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
の
保
存
期
間
は
。ま

た
、
従
前
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
た
監
視
カ
メ

ラ
に
お
い
て
、
過
去
に
警
察
等
か
ら
提
供
依

頼
が
あ
っ
た
か
。

答
映
像
の
保
存
期
間
は
１
週
間
程
度
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
警
察
か
ら
３
件
の
提
供

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

自
転
車
駐
車
場
学
生
利
用

料
助
成
金

問
自
転
車
対
策
協
議
会
の
中
で
議
論
さ
れ

た
内
容
は
。

答
今
回
、
学
割
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援

当初予算

当初予算

当初予算

当初予算

当初予算当初予算

当初予算

当初予算
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策
の
一
つ
と
し
て
学
生
及
び
そ
の
家
族
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
導
入
し
、
自
転
車
対
策
協
議
会
の
中
で

了
承
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
主
な
意
見
と
し

て
、
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

ほ
し
い
、
子
育
て
の
一
環
で
あ
れ
ば
必
要

な
事
業
で
あ
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

問
市
内
８
施
設
の
割
引
後
の
定
期
利
用
料

金
と
、
民
間
の
預
か
り
所
の
定
期
利
用
料
金

と
の
関
係
は
。

答
現
在
の
８
施
設
の
定
期
利
用
料
金
は
、民

間
の
預
か
り
所
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
、
各
自

転
車
駐
車
場
間
で
も
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

学
割
の
20
％
を
適
用
す
る
と
、
平
均
し
て

１
カ
月
当
た
り
約
４
７
０
円
安
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
民
間
の
預
か
り
所
の
定
期

利
用
料
金
の
平
均
と
近
い
形
に
な
り
ま
す
。

問
自
転
車
対
策
協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
。

答
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
市
職
員
Ｏ
Ｂ
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
高
崎
支
社
、
鴻
巣
警
察
署
、
自
転

車
預
か
り
所
、自
転
車
販
売
所
、自
治
会
長
、

町
内
会
長
等
が
委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去

築
造
補
助
金

問
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
、そ
の
部
分

に
生
け
垣
等
の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を

支
給
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

設
置
に
対
し
て
補
助
し
な
い
理
由
は
。

答
生
け
垣
で
あ
れ
ば
倒
壊
す
る
恐
れ
が
な

い
こ
と
と
、
生
け
垣
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
街
の
中
を
緑
化
す

る
効
果
が
あ
る
と
考

え
、
生
け
垣
の
設
置
に

つ
い
て
の
み
補
助
金

の
交
付
を
し
ま
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

関
す
る
相
談
事
業

問
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
新
規
事
業

と
し
て
企
画
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
配
置
さ
れ
る
専
門
職
と

は
、
ど
の
よ
う
な
人
か
。

答
現
在
、市
の
女
性
相
談
の
相
談
員
を
し

て
い
る
人
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
学
会
の
会
員
資
格
を
持
ち
、
世
田

谷
区
主
催
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
支
援
者
養
成
研
修
な
ど
の
専
門
研
修

等
で
ス
キ
ル
を
積
ん
で
い
ま
す
。そ
の
他
、

複
数
の
自
治
体
で
相
談
員
や
男
女
共
同
参

画
審
議
会
の
委
員
な
ど
を
務
め
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
対
し
て
深
い
理
解
が
あ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
専
門
機
関
や
、
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
も
相
談
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

鴻
巣
・
行
田
地
区
経
営
体

育
成
基
盤
整
備
事
業

問
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
と
し
て
約

２
９
０
０
万
円
支
出
す
る
が
、
全
体
の
事

業
費
、
進
捗
状
況
、
事
業
の
完
成
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。

答
全
体
の
事
業
費
は
、
９
億
８
３
２
２
万

円
と
な
り
ま
す
。
進
捗
状
況
は
、
平
成
30

年
度
の
工
事
が
終
了
し
て
、
25
・
１
％
に

な
り
、
33
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

問
市
の
負
担
及
び
整
備
す
る
面
積
は
。

答
費
用
負
担
は
、鴻
巣
市
１
憶
３
７
５
３

万
２
８
１
３
円
、
行
田
市
５
９
１
１
万
１

１
８
６
円
の
ほ
か
、
土
地
改
良
区
の
負
担

が
２
５
７
５
万
１
０
０
０
円
、
国
の
補
助

金
が
４
億
６
１
６
５
万
円
、
県
の
補
助
金

が
２
億
９
９
１
７
万
５
０
０
３
円
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、整
備
す
る
面
積
の
割
合
は
、

鴻
巣
市
69
・
94
％
。
行
田
市
30
・
06
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
公
共
施
設
等
整
備

基
金
条
例

問
基
金
の
使
い
方
に
お
け
る
考
え
は
。

答
鴻
巣
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

詳
細
版
と
な
る
個
別
施
設
計
画
を
作
り
、

大
規
模
修
繕
が
必
要
な
時
期
、
そ
れ
に
伴

う
費
用
な
ど
を
算
出
し
ま
す
。
鴻
巣
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ
る
と
、
今

後
40
年
間
の
推
計
予
算
は
、
お
お
む
ね
２

３
７
２
億
円
、
更
新
費
用
は
２
９
１
２
億

円
と
な
り
、
５
４
０
億
円
の
不
足
が
生
じ

ま
す
。
不
足
金
額
全
て
を
基
金
で
積
み
立

て
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
更
新
の
都

度
、
必
要
な
額
を
こ
の
基
金
か
ら
充
当
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
空
家
等
対
策
協
議

会
条
例

問
空
き
家
対
策
計
画
の
定
め
方
は
。

答
対
象
と
す
る
地
区
や
種
類
を
は
じ
め
、

計
画
期
間
、
調
査
に
関
す
る
事
項
、
所
有

者
等
に
よ
る
適
切
な
管
理
の
促
進
、
跡
地

活
用
の
促
進
、
住
民
等
か
ら
の
相
談
へ
の

対
応
等
に
関
し
て
定
め
て
い
く
考
え
で
す
。

違
反
建
築
物
に
対
す
る
罰

金
の
上
限
の
引
き
上
げ

問
鴻
巣
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
に
規
定
す
る

罰
金
の
上
限
が
20
万
円
以
下
か
ら
50
万
円

以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
罰
金
を

支
払
っ
た
後
、
違
反
に
つ
い
て
は
取
り
壊
し

等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
違
反
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は
、

是
正
指
導
を
行
い
ま
す
。
是
正
指
導
に
従
わ

な
い
場
合
は
、
違
反
の
程
度
に
も
よ
り
ま
す

が
、法
的
な
手
続
き
に
移
行
し
、
最
終
的
に

は
、罰
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

違
反
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
違
反
の
程
度
が

ひ
ど
く
、
建
築
主
に
よ
る
是
正
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
、行
政
代
執
行
に
よ
り
、行
政
が
取

り
壊
す
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

条例の制定

当初予算

当初予算

条例の全部改正

当初予算

条例の制定



5

問
本
市
に
お
い
て
罰
金
を
課
し
た
事
例
は

あ
る
の
か
。

答
本
市
に
お
い
て
、勧
告
や
罰
金
が
課
さ
れ

た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

の
一
部
改
正

問
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
策
定
が
市
町
村

に
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
今
ま
で
に
策
定

し
て
い
た
の
か
。

答
市
の
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
は
第

５
期
障
が
い
福
祉
計
画
と
一
体
的
に
、
平

成
29
年
度
に
策
定
し
て
い
ま
す
。
市
の
障

害
者
施
策
推
進
協
議
会
に
諮
問
し
、
審
議

の
上
、
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
３
年

間
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
そ
の
計
画
の
内
容
は
。

答
計
画
の
中
に
は
、
障
が
い
児
の
地
域
生

活
を
支
援
す
る
た
め
の
数
値
目
標
を
設
定

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制

確
保
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と

保
育
所
等
訪
問
支
援
体
制
は
、
市
ま
た
は

保
健
所
管
内
で
１
つ
整
備
す
る
こ
と
、
重

度
心
身
障
が
い
児
を
支
援
す
る
児
童
発
達

支
援
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
保
健

所
管
内
で
１
つ
整
備
す
る
こ
と
、
ま
た
、

医
療
的
ケ
ア
児
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係

機
関
の
協
議
の
場
の
設
置
を
す
る
な
ど
と

な
り
ま
す
。

「
花
久
の
里
」
ピ
ア
ノ
利

用
料
の
徴
収

問
利
用
者
負
担
を
求
め
る
理
由
は
。

答
花
久
の
里
は
、
花
と
音
楽
の
館
か
わ
さ

と
と
し
て
、
プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
や
ピ
ア
ノ
発
表
会
な
ど
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
実
績
で
は
、
１
２
６
回
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
使
用
し
て
い
る
ピ
ア

ノ
は
、
昭
和
58
年
に
購
入
し
た
も
の
で
、

経
年
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
新
し
い
ピ
ア

ノ
に
入
れ
替
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利

用
者
負
担
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問
利
用
料
金
は
い
く
ら
か
。

答
午
前
、
午
後
、
夜
間
の
利
用
時
間
区
分

に
よ
っ
て
、
１
回
１
６
０
０
円
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
リ

ハ
ー
サ
ル
室
の
ピ
ア
ノ
も
１
６
０
０
円
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の

で
す
。

問
ピ
ア
ノ
の
リ
ー
ス
内
容
は
。

答
メ
ー
カ
ー
は
ヤ
マ
ハ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
予
定
し
、
月
額
消
費
税
別
で
６
万
８

０
０
円
で
、
５
年
リ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業

問
大
型
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
の
期
間
と

効
果
は
。

答
期
間
は
平
成
31
年
７
月
か
ら
32
年
３
月

ま
で
で
す
。
効
果
に
つ
い
て
は
、
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
を
控
え
る
中
、
成
田
空
港
行
き
の
大

型
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
外
国
人
旅
行
者
を
中
心
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
拡
散
さ

れ
、
本
市
の
知
名
度
が
上
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業

問
繰
越
明
許
の
理
由
、
全
体
計
画
の
概
要

は
。

答
レ
イ
ア
ウ
ト
の

ほ
か
、
現
給
食
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
利

用
の
検
討
に
時
間

が
か
か
り
設
計
が

遅
れ
た
た
め
で

す
。
新
し
い
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
第

２
体
育
館
跡
地
に

建
て
、
現
給
食
セ

ン
タ
ー
は
取
り
壊

し
、
駐
車
場
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
総
合
緑

道
休
憩
施
設
愛
里
巣
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
議
請
第
１
号　
消
費
税
増
税
中
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
書

（
不
採
択
）賛　

成　
討　
論

　

消
費
税
増
税
の
対
策
と
し
て
、
複
数

税
率
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
等
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
複
雑
な

仕
組
み
で
あ
り
、
消
費
者
が
大
混
乱
す
る

こ
と
は
必
至
で
す
。
消
費
税
増
税
に
頼
ら

な
く
て
も
、
大
企
業
等
に
応
能
の
負
担
を

求
め
る
だ
け
で
財
源
の
確
保
は
十
分
可
能

で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、賛
成
し
ま
す
。

反　
対　
討　
論

　

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
年
５
兆
６
０
０
０
億
円
の
税
収
額
が

見
込
ま
れ
、
そ
の
利
用
目
的
は
少
子
高
齢

化
に
伴
い
増
大
す
る
社
会
保
障
費
の
確
保

と
幼
児
教
育
の
無
償
化
等
の
教
育
負
担
の

軽
減
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
現
役
世
代
の
負

担
が
年
々
ふ
え
る
中
で
、
所
得
税
等
の
引

き
上
げ
を
行
え
ば
、
一
層
現
役
世
代
に
負

担
が
集
中
し
ま
す
。
特
定
の
者
に
負
担
が

集
中
せ
ず
、
高
齢
者
も
含
め
て
国
民
全
体

で
広
く
負
担
す
る
消
費
税
が
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
財
源
に
ふ
さ
わ

し
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
反
対
し
ま
す
。

請
　
願
請
　
願

条例の一部改正

条例の一部改正補正予算

補正予算


